
狛江市固定資産評価審査委員会議事録（令和５年度第１回）

１ 日 時 令和５年 10 月 19 日（木）午後２時～２時 15 分

２ 場 所 防災センター303 会議室

３ 出 席 者

４ 説 明 者

課税課長 垣内 素峰

課税課固定資産税係長 田中 健太郎

（開会 午後２：00）

【事務局】

これより令和５年度第１回狛江市固定資産評価審査委員会を開催いたしま

す。

それでは、「議題１委員長、職務代理者及び書記の選任」でございますが、

今年度の委員長が選任されるまでの間は、事務局の方で進行させていただきま

す。委員長につきましては、これまで３人の委員の中で持ち回りでお願いして

おりまして、今年度は不動産鑑定士の資格をお持ちの江藤委員にお願いさせて

いただきたいのですが、よろしいでしょうか。

（賛同の声）

【事務局】

職務代理者につきましては、石川委員にお願いしてもよろしいでしょうか

（賛同の声）

【事務局】

それでは、委員長を江藤委員に、職務代理者を石川委員にお願いし、今後の

議事進行は江藤委員にお願いしたいと思います。

【委員長】

委 員 長 江藤 恭之

職 務 代 理 者 石川 慶一郎

委 員 秋谷 隆一郎

書 記 渡邊 麻莉子

丸山 雄規



ただ今委員長に選任されました江藤です。よろしくお願いいたします。それ

では「議題２令和５年度固定資産課税台帳の縦覧結果及び令和５年度税制改正

について」です。担当課より説明をお願いします。

（課税課入室）

【課税課長】

課税課長の垣内と申します。本日はどうぞよろしくお願いいたします。

【課税課固定資産税係長】

課税課固定資産税係長の田中と申します。本日はどうぞよろしくお願いいた

します。

【課税課長】

まず、縦覧・閲覧つきましては、５月 31 日に縦覧・閲覧期間が終了しまし

たので、その件数等を御報告します。

また、審査申出につきましては、７月 24 日に申出期間が終了しましたが、

件数は０件となっております。

詳細につきましては、担当係長より説明いたします。また、主要な税制改正

事項につきましても併せて御説明します。

【課税課固定資産税係長】

まず、固定資産税の縦覧、閲覧、審査申出の件数について御説明します。お

手元の資料の「固定資産税 縦覧・閲覧・審査申出件数」を御覧ください。

今年度は５月 31 日に縦覧・閲覧期間が終了しました。

縦覧の件数につきましては、土地が１件、家屋が１件の合計２件、縦覧者実

人数は１人でした。

また、閲覧の件数につきましては、土地が 183 件、家屋が 135 件、償却資産

が４件の合計 322 件でした。閲覧者実人数は 156 人で、このうち借地・借家人

の閲覧は０件でした。

縦覧につきましては、ここ数年と比較しても、特筆して少ないというもので

はありません。

一方、閲覧件数につきましては、前年比で微増となっております。

審査申出につきましては、前年度と同様で令和５年度の審査申出件数は０件

となっております。

また、令和５年度より、今まで別々に送付していた課税明細書と納税通知

書を一本化し４月 24 日に発送しております。この関係で、審査申出の終期も

７月 24 日までとなっております。

なお、課税明細書と納税通知書を一本化して送付することに対し、問い合



わせが集中することを予想しておりましたが、問い合わせについては例年通り

でした。

続きまして、令和５年度の固定資産税・都市計画税の傾向について、御説明

します。資料下段の参考を御覧ください。

土地につきましては、負担水準が上がったことに伴う増となっております。

家屋につきましては、新築家屋の建築及び平成 29 年築のマンションの新築

軽減終了により増となっております。

最後に、今年度の税制改正について、御説明します。資料の「令和５年度主

な税制改正（市税条例）」を御覧ください。

今年度の地方税法の一部を改正する法律につきましては、令和５年３月 31

日に公布され、同年４月１日から施行されました。

資料に沿って御説明します。

１点目が、マンションの長寿命化促進税制に関するものです。

令和５年４月１日から令和７年３月 31 日までの間に長寿命化に資する一定

の大規模修繕工事を実施した場合に、工事が完了した当該マンションの建物部

分（１戸当たり 100 ㎡相当分まで）につき翌年度分の固定資産税を３分の１

に減額するものでございます。

対象は、築後 20 年以上が経過している 10 戸以上のマンションで、大規模修

繕を過去に１回以上適切に実施しており、マンションの管理の適正化の推進に

関する法律に基づき都道府県知事の認定を受けた管理計画認定マンションの

うち、認定を受ける際に認定基準に適合させるために修繕積立金の額の引き上

げを行ったマンション又は同法に基づく都道府県等からの助言・指導を受け、

大規模修繕工事が可能な水準まで修繕積立金の積立てや額の引上げを行う等、

長期修繕計画を適正に作成・見直したマンションが対象でございます。

２点目は、新型コロナウイルス感染症等を理由とする生産性革命の特例措置

の終了に関するものです。

新型コロナウイルス感染症による負担感への配慮から、新型コロナウイルス

感染症等の影響を受けながらも新規に設備投資を行う中小事業者を支援する

ため、生産性革命の実現に向けた特例措置の拡充として、償却資産、一定の事

業用家屋及び構築物を対象に当該固定資産税の課税標準をゼロとする特例措

置が設けられていましたが、この措置は終了となりました。

以上、雑駁ではございますが、説明となります。

【委員長】

質問等はありますか。

【委員】

令和 5 年度の主な傾向として負担水準が上がったことに伴う増というお話

がありましたが、負担水準が上がるというのはどういうことでしょうか。

【課税課長】

土地に関しては、本来の課税標準と実際の課税標準とが 100％合致するのが



望ましいですが、評価の過程の中で乖離する場合があります。その場合、100％

に達するために評価替えのない年においても、本来の課税標準の 5％分ずつ税

負担を上げることになります。その部分で、増となっています。

【委員長】

補足すると本来取るべき税金に対して、一気に近づけないで緩和させて近づ

けるという制度なので段階的に上がるという仕組みになっています。

【委員】

では毎年、これと同じことが当てはまるのでしょうか。

【委員長】

来年、評価替えの年であり、その評価替えに伴って、本来の課税標準も変わ

るため、やはり、実際の課税標準との差を毎年、少しずつ上げていくことにな

りますが、来年の上がり方によっては、3 年ではなく 2 年で終わる可能性もあ

るし、１年で終わる可能性もあります。

【委員】

わかりました。

【委員長】

説明の中で聞き取れなかったのですが、今年度は何と何を一本化して送付し

たのでしょうか。

【係長】

課税明細書と納税通知書になります。昨年度までは４月初旬にお持ちの資産

の所在地や評価額を記載した課税明細書をまず送付し、５月初旬に納税通知書

を送付していたのですが、今年度からは、納税通知書の中に資産の情報も入れ

て送付するということを行っております。

【委員長】

わかりました。

他に質問等はありますか。

ないようなので、｢令和５年度固定資産課税台帳の縦覧結果及び令和５年度

税制改正について｣はこれで終了とします。ありがとうございました。

（課税課退室）

【委員長】

事務局からその他連絡事項はありますか。

【事務局】

10 月 13 日（金）に日野市にて開催された第 74 回東京都市固定資産評価審

査委員会審査事務協議会に事務局と江藤委員で参加いたしました。御欠席され

た委員におかれましては、会議資料をメールにて送付しておりますので、お時

間のある時に御確認いただければと思います。よろしくお願いいたします。



報告は以上となります。

【委員長】

それでは、本日の議題は全て終了しましたので、閉会します。ありがとうご

ざいました。

（閉会 午後 10：15）


